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北海道向け サイレージ用トウモロコシの
病害対策と新品種のご紹介
はじめに

昨年の北海道は、春先に低温・多雨で、播種作業

が遅れた方が多かったのではないでしょうか。６月

以降は天候も良く、気温も概ね平年並みか平年より

高く推移しました。そのため、作物の生育も回復

し、熟期は平年並みか、やや早まりました。しかし、

台風１２号と１５号により地域的に根腐病や倒伏が多発

しました。今後も穏やかな気候というのは望めず、

今までにない気象条件の年が増えてくると思いま

す。そのため、自給飼料の安定生産のために適切な

肥培管理、病害虫防除を含め、その地域に適した品

種選択が重要になってきます。今回は北海道の重要

病害の対策と、当社の新発売品種をご紹介したいと

思います。

北海道の重要病害とその対策

すす紋病

すす紋病はカビによる病害で、菌糸体や分生胞子

の形で罹病したトウモロコシの葉や包皮、その他の

植物部位で越冬し、それが翌年に飛散し植物組織に

感染します。感染初期は紡錘状で灰色や黄褐色の病

斑が下位葉に生じ、この病斑が上位葉に拡大してい

きます（写真１）。また分生胞子が風により運ば

れ、遠くのトウモロコシの葉に移って病気が広がっ

ていきます。主に低温・多湿状況で多発し、北海道

では太平洋沿岸や山沿いの圃場など、曇りがちな天

候が続く地域で発生が顕著に見られます。現在は抵

抗性品種の利用が最も効果的ですが、激発地帯では

秋耕や排水性の改善、適切な施肥など肥培管理によ

り軽減させることが重要です。

＝すす紋病の対策＝

・抵抗性品種を利用する

・窒素、カリを中心とした十分な施肥管理を行う

・秋耕をして罹病葉を鋤き込む

・サブソイラー等で圃場の排水性を改善する

・罹病が甚だしい場合は早めに収穫を行う

・輪作を行う

根腐病

根腐病はピシウム菌による病害で、生育後期に茎

葉が短期間で枯れ上がり、雌穂が下垂します（写真

２）。罹病した個体の稈は、一見正常であるが腐敗

し組織が破壊されているため（写真３）、風により

簡単に折損が発生します。特に多湿状態で発生する

ため、秋に降水量が多い年には、適期に収穫するこ

とが重要です。適切な肥培管理により、軽減するこ

とが必要な病害で、特に７５日～８０日の極早生クラス

を利用する方は抵抗性品種が少ないため、適切な肥

培管理が対策のポイントになります。

＝根腐病の対策＝

・排水良好な圃場の選択や排水性の改善を行う

・窒素肥料や堆肥の多投を避ける

・カリを中心とした充分な施肥管理を行う

・抵抗性品種を利用する

写真１ （左）すす紋病に強い品種と（右）弱い品種

写真２ （左）根腐病に強い品種と（右）弱い品種

牧草と園芸 第６０巻第１号（２０１２年）
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黒穂病

黒穂病は土壌菌による病害であり、生育途中の軟

らかい組織や傷から感染します。トウモロコシの

稈、葉、雌穂、雄穂と多くの部位に罹病が認められ

ます。罹病した個体は最初に白いコブが発生し、こ

れが破裂し黒穂胞子を飛散させます（写真４）。特

に連作を続けると圃場での菌密度が増し、気象条件

により７～８割の個体が罹病する場合もあります。

多発圃場では抵抗性品種でも罹病の軽減は難しいた

め輪作が一番有効な対策として挙げられます。

＝黒穂病の対策＝

・窒素肥料の多投・欠乏、リン欠乏に気を付ける

・罹病個体の堆肥化や鋤き込みを避ける

・抵抗性品種を利用する

・多発した場合は３年以上他の作物を作付けする

新品種のご紹介

すす紋病抵抗性に優れる大柄な極早生品種�
ニューデント７８日：ソリード（Anjou２２７）

今春より７５日～８０日の極早生クラスに、７８日のソ

リードを新発売します。この品種の特徴は大柄な草

姿です。同じ極早生クラスの品種と比べると、稈長

が２０～３０�も高く、LG３２１５に比べ茎葉収量で１１６
％、子実収量で１０８％、TDN収量で１１４％と多収な

品種になります（表１）。ソリードの絹糸抽出期は

７８日としては少し晩めではありますが、生育後期で

の熟期の進みが早く、最終的な総体乾物率は７５日ク

ラスにも引けをとりません。また、すす紋病抵抗性

にも強く、８０日のビビッドと同程度の抵抗性を示し

ます（図１）。しかし大柄なために、耐倒伏性は極

強ではありませんが、裁植本数を抑え強健に育てる

ことをお勧めします。適応地帯としては、道北・根

釧地方、十勝・網走管内の条件の悪い地帯、十勝地

方の秋播き小麦の前作に最適で、特にすす紋病発生

地帯にお勧めする品種です。

子実タイプの９０日�
ニューデント９０日：Anjou２８４

９０日クラスでは、従来のシンシア９０、アシル９０に

加え子実タイプのAnjou２８４を新発売します（写真

５）。Anjou２８４は、子実収量が多収で、乾物重中の

子実割合が高く、高カロリーなサイレージが期待で

きるため（表２）、十勝・網走・北見・上川地方

や、道央・道南で子実を重視する方にお勧めしま

す。シンシア９０に比べても、子実収量で１１０％、TDN

収量で１０８％と多収な品種です。また、黒穂病抵抗

表１ ソリードの成績（芽室、士幌、訓子府の平均、２０１１年）（雪印種苗�）

品種名

初期
生育

絹糸
抽出

稈長
着雌
穂高 熟度

生収量 乾物収量 TDN収量 総体
乾物率総体 比 総体 比 茎葉 比 子実 比 総体 比

９～１ ７月 � � �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ ％

LG３２１５ ８．６ ３１ ２６９ １０６ 黄後～完 ５２２３ １００ １７６９ １００ ８０１ １００ ８５９ １００ １２８９ １００ ３４．８

ソリード ７．８ ３４ ３０３ １２２ 黄後 ５７４０ １１０ ２０１７ １１４ ９３０ １１６ ９２７ １０８ １４６６ １１４ ３６．０

ビビッド ７．３ ３４ ２８７ １１２ 黄後 ６３７０ １２２ １９７２ １１１ ９３４ １１７ ９０７ １０６ １４２６ １１１ ３１．１

写真３ （左）正常個体と（右）根腐病罹病個体の地際部

写真４ 胞子を飛散させる黒穂病 図１ ソリードのすす紋病抵抗性（雪印種苗�、２０１１年）
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性にも優れており、黒穂病発生地帯にお勧めする品

種です。

大柄な草姿で多収な１０２日�
ニューデント１０２日：LG３４９０

晩生のクラスでは１０２日のLG３４９０を新発売しま

す。LG３４９０は、大柄で子実収量が多収な品種です。

LG３４５７と比べても、子実収量で１０９％、TDN収量

で１００％と子実割合が高いことが分かります（表

３）。すす紋病抵抗性は極強とはいきませんが、適

応地帯の道央・道南地方で発生がよく認められる黒

穂病の抵抗性にも優れており（図２）、ごま葉枯病

（写真６）にも非常に強い抵抗性を示す品種です（図

３）。

今回ご紹介した新品種以外にも、当社では試作品

種を含め各熟期で多数の品種を用意しておりますの

で、是非最寄りの営業所までお問い合わせ下さい。

（北海道向けトウモロコシ一覧表はP１１参照）

表２ Anjou２８４の成績（芽室、士幌、訓子府の２００９年～２０１１年の平均）（雪印種苗�）

品種名

初期
生育

絹糸
抽出

稈長
着雌
穂高 熟度

生収量 乾物収量 TDN収量 総体 乾物重中
子実割合総体 比 総体 比 茎葉 比 子実 比 総体 比 乾物率

９～１ ８月 � � �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ ％ ％

Anjou２８４ ７．０ ６ ２７８ １０９ 黄中 ５７９３ １１６ １７０５ １０７ ８０２ １０３ ７８９ １１０ １２３４ １０８ ２９．８ ４６．２

シンシア９０ ７．３ ４ ２５６ １０６ 黄中～後 ４９８８ １００ １５８７ １００ ７７９ １００ ７１５ １００ １１４０ １００ ３２．３ ４５．１

アシル９０ ７．３ ６ ２８３ １２１ 黄中 ６２２４ １２５ １７７４ １１２ ９０７ １１７ ７５５ １０６ １２６５ １１１ ２８．７ ４２．６

表３ LG３４９０の成績（長沼、八雲の平均、２０１１年）（雪印種苗�）

品種名

初期
生育

絹糸
抽出

稈長
着雌
穂高 熟度

生収量 乾物収量 TDN収量 総体
乾物率総体 比 総体 比 茎葉 比 子実 比 総体 比

９～１ ８月 � � �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ �／１０a ％ ％

LG３４５７ ９．０ １２ ２７０ １１９ 黄中 ６９３９ １００ ２２６４ １００ １１９２ １００ ９４３ １００ １６０５ １００ ３３．４

LG３４９０ ８．７ １０ ２８９ １２８ 黄中～後 ６７３４ ９７ ２２２６ ９８ １０６４ ８９ １０３３ １０９ １６０７ １００ ３３．６

LG２５３３ ８．７ １２ ２５０ ９８ 黄中～後 ６９５６ １００ ２１３０ ９４ ９９９ ８４ ９９０ １０５ １５４２ ９６ ３１．７

写真５ 大きく稔実性に優れるAnjou２８４の雌穂 写真６ ごま葉枯病の病斑

図２ LG３４９０の黒穂病抵抗性（雪印種苗�、２０１０年）
図３ LG３４９０のごま葉枯病抵抗性（雪印種苗�宮崎研究農

場、２００９年）
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